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国　税／�9月分源泉所得税の納付� 10月11日

国　税／�特別農業所得者への予定納税基準額等の通知

� 10月15日

国　税／�8月決算法人の確定申告

� （法人税・消費税等） 10月31日

国　税／�2月決算法人の中間申告� 10月31日

国　税／�11月、2月、5月決算法人の消費税等の中間

申告� （年3回の場合） 10月31日

地方税／�個人の道府県民税及び市町村民税の第３期分

の納付� 市町村の条例で定める日

労　務／�労働者死傷病報告（7月〜9月分）�10月31日

労　務／�労災の年金受給者の定期報告

� （7月〜12月生まれ） 10月31日

労　務／�労働保険料第2期分の納付� 10月31日

� （労働保険事務組合委託の場合は11月14日）

　自治体が条例を制定して総務大臣から同意
を得ることで新設できる税。税収の使途を限
定しない「法定外普通税」と使途限定の「法定
外目的税」があり、宿泊税や産業廃棄物税は
多くの自治体が導入しています。最近では、
交通税や太陽光パネル税などの“一風変わった”
新税の導入の動きも出ています。

ワンポイント 法定外税

10 月 の 税 務 と 労 務10月（神無月）OCTOBER

10日・スポーツの日
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10 月号─2

　
「
障
害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に
関

す
る
法
律
」（
障
害
者
雇
用
促
進
法
）

に
お
い
て
は
、
障
害
者
の
雇
用
義
務

に
基
づ
く
雇
用
促
進
措
置
な
ど
が
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

  

今
回
は
、
同
法
に
よ
る
障
害
者
差

別
の
禁
止
や
合
理
的
配
慮
の
提
供
義

務
に
つ
い
て
、
厚
生
労
働
省
が
公
開

し
て
い
る
Q
＆
A
等
を
基
に
解
説
し

ま
す
。

一
　
雇
用
分
野
で
の

　
　
　
　
障
害
者
差
別
の
禁
止

　

障
害
者
雇
用
促
進
法
で
は
、
障
害

者
で
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し
た
障
害

の
な
い
人
と
の
不
当
な
差
別
的
取
扱

い
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

募
集
・
採
用
、
賃
金
、
配
置
、
昇

進
、
教
育
訓
練
な
ど
の
雇
用
に
関
す

る
あ
ら
ゆ
る
局
面
で
、
障
害
者
で
あ

る
こ
と
を
理
由
と
し
て
行
う
次
の
よ

う
な
こ
と
は
差
別
に
該
当
し
、
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。

・　

障
害
者
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に

障
害
者
を
排
除
す
る
こ
と

・　

障
害
者
に
対
し
て
の
み
不
利
な

条
件
を
設
け
る
こ
と

・　

障
害
の
な
い
人
を
優
先
す
る
こ

と

　

以
下
、
差
別
に
該
当
す
る
例
、
し

な
い
例
を
掲
げ
ま
す
。

①　

募
集
・
採
用
時
の
差
別
の
例

・　

単
に
「
障
害
者
だ
か
ら
」
と

い
う
理
由
で
、
求
人
へ
の
応
募

を
認
め
な
い
こ
と

・　

業
務
遂
行
上
必
要
で
な
い
条

件
を
付
け
て
、
障
害
者
を
排
除

す
る
こ
と
（
障
害
者
の
み
一
定

の
資
格
等
を
応
募
の
要
件
と
す

る
こ
と
も
禁
止
さ
れ
る
差
別
に

該
当
し
ま
す
）

②　

採
用
後
に
お
い
て
禁
止
さ
れ
る

差
別
の
例

・　

労
働
能
力
な
ど
を
適
正
に
評

価
す
る
こ
と
な
く
、
単
に
「
障

害
者
だ
か
ら
」
と
い
う
理
由
で

異
な
る
取
扱
い
を
す
る
こ
と

・　

単
に
障
害
者
で
あ
る
こ
と
を

理
由
と
し
て
、
昇
進
の
対
象
と

し
な
い
、
特
定
の
職
務
を
割
り

当
て
る
（
割
り
当
て
な
い
）、

雇
用
形
態
を
変
更
す
る
、
障
害

者
の
み
を
退
職
の
勧
奨
対
象
と

す
る
こ
と

③　

禁
止
さ
れ
る
差
別
に
該
当
し
な

い
場
合

・　

積
極
的
な
差
別
是
正
措
置
と

し
て
、
障
害
者
を
有
利
に
取
り

扱
う
こ
と

・　

合
理
的
配
慮
（
後
述
）
を
提

供
し
、
労
働
能
力
な
ど
を
適
正

に
評
価
し
た
結
果
と
し
て
障
害

者
で
な
い
人
と
異
な
る
取
扱
い

を
す
る
こ
と

・　

合
理
的
配
慮
に
応
じ
た
措
置

を
と
る
こ
と
（
そ
の
結
果
と
し

て
、
障
害
者
で
な
い
人
と
異
な

る
取
扱
い
と
な
る
こ
と
）

二
　
雇
用
分
野
で
の

　
　
合
理
的
配
慮
の
提
供
義
務

　

合
理
的
配
慮
と
は
、
次
の
も
の
を

い
い
ま
す
。

・　

募
集
及
び
採
用
時
に
お
い
て

は
、
障
害
者
と
障
害
者
で
な
い
人

と
の
均
等
な
機
会
を
確
保
す
る
た

め
の
措
置

・　

採
用
後
に
お
い
て
は
、
障
害
者

と
障
害
者
で
な
い
人
の
均
等
な
待

遇
の
確
保
ま
た
は
障
害
者
の
能
力

の
有
効
な
発
揮
の
支
障
と
な
っ
て

い
る
事
情
を
改
善
す
る
た
め
の
措

置
㈠
　
募
集
・
採
用
時
の
合
理
的
配
慮

の
た
め
の
手
順

①　

障
害
者
か
ら
事
業
主
に
対
し

て
、
支
障
と
な
っ
て
い
る
事
情
や

必
要
な
配
慮
を
申
し
出
て
も
ら
う
。

②　

申
し
出
を
受
け
た
事
業
主
は
、

ど
の
よ
う
な
合
理
的
配
慮
を
提
供

す
る
か
を
当
該
障
害
者
と
の
間
で

よ
く
話
し
合
う
。

③　

事
業
主
は
講
ず
る
措
置
を
確
定

す
る
と
と
も
に
、
措
置
の
内
容
及

び
理
由
（
後
述
の
「
過
重
な
負
担
」

に
あ
た
る
場
合
は
、
そ
の
旨
及
び

そ
の
理
由
）
を
障
害
者
に
説
明
す

る
。

㈡
　
採
用
後
の
合
理
的
配
慮
の
た
め

の
手
順

①　

配
慮
を
必
要
と
し
て
い
る
障
害

者
の
把
握
・
確
認
等

　
　

労
働
者
本
人
か
ら
の
申
し
出
の

有
無
に
関
わ
ら
ず
、
事
業
主
か
ら

障
害
者
に
対
し
て
、
職
場
で
支
障

障害者雇用
差別禁止・合理 
的配慮の提供等



3─10月号

と
な
っ
て
い
る
事
情
の
有
無
を
確

認
し
ま
す
。

　
　

支
障
と
な
っ
て
い
る
事
情
が
確

認
さ
れ
た
場
合
、
ど
の
様
な
措
置

を
講
ず
る
か
に
つ
い
て
話
合
い
を

行
い
、
事
業
主
は
講
ず
る
措
置
を

確
定
す
る
と
と
も
に
、
措
置
の
内

容
及
び
理
由
（「
過
重
な
負
担
」
に

あ
た
る
場
合
は
、
そ
の
旨
及
び
そ

の
理
由
）
を
障
害
者
に
説
明
し
ま

す
。

②　

職
場
内
で
の
意
識
啓
発
・
説
明

　
　

障
害
者
が
職
場
に
適
応
し
、
有

す
る
能
力
を
十
分
に
発
揮
で
き
る

よ
う
、
一
緒
に
働
く
上
司
や
同
僚

に
、
障
害
の
特
性
と
配
慮
事
項
を

理
解
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
職
場

内
で
の
意
識
啓
発
が
必
要
で
す
。

㈢
　
必
要
な
配
慮
に
つ
い
て
話
し
合

う
際
の
参
考
例

　

ど
の
よ
う
な
配
慮
が
必
要
か
話
し

合
う
に
当
た
っ
て
は
、
障
害
特
性
や

状
況
等
を
踏
ま
え
、
例
え
ば
次
の
よ

う
な
観
点
か
ら
進
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

・　

就
業
時
間
、
休
暇
等
の
労
働
条

件
面
で
の
配
慮
が
必
要
か

・　

障
害
の
種
類
や
程
度
に
応
じ
た

職
場
環
境
の
改
善
や
安
全
管
理
が

な
さ
れ
て
い
る
か

・　

職
務
内
容
の
配
慮
、
工
夫
が
必

要
か

・　

職
場
に
お
け
る
指
導
方
法
や
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
方
法
の
工
夫

が
で
き
な
い
か

・　

相
談
員
や
専
門
家
の
配
置
ま
た

は
外
部
機
関
と
の
連
携
方
法
は
ど

う
か

・　

業
務
遂
行
の
た
め
に
必
要
な
教

育
訓
練
は
実
施
さ
れ
て
い
る
か

㈣
　
合
理
的
配
慮
の
具
体
例

　

合
理
的
配
慮
の
具
体
例
と
し
て
は

以
下
の
と
お
り
で
す
。

①　

募
集
・
採
用
時
の
合
理
的
配
慮

の
例

・　

視
覚
障
害
が
あ
る
方
に
対

し
、
点
字
や
音
声
な
ど
で
採
用

試
験
を
行
う

・　

聴
覚
、
言
語
障
害
が
あ
る
方

に
対
し
、
筆
談
な
ど
で
面
接
を

行
う

②　

採
用
後
の
合
理
的
配
慮
の
例

・　

肢
体
不
自
由
が
あ
る
方
に
対

し
、
机
の
高
さ
を
調
節
す
る
こ

と
な
ど
作
業
を
可
能
に
す
る
工

夫
を
行
う

・　

知
的
障
害
が
あ
る
方
に
対

し
、
図
な
ど
を
活
用
し
た
業
務

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
た
り
、

業
務
指
示
は
内
容
を
明
確
に
し

て
ひ
と
つ
ず
つ
行
っ
た
り
す
る

な
ど
作
業
手
順
を
分
か
り
や
す

く
示
す

・　

精
神
障
害
が
あ
る
方
な
ど
に

対
し
、
出
退
勤
時
刻
・
休
暇
・

休
憩
に
関
し
、
通
院
・
体
調
に

配
慮
す
る

　

な
お
、
厚
生
労
働
省
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
は
「
合
理
的
配
慮
指
針
事
例

集
」
と
し
て
各
企
業
の
実
施
例
が
公

開
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
参
照
く

だ
さ
い
。

㈤
　
過
重
な
負
担

　

合
理
的
配
慮
は
「
過
重
な
負
担
」

に
な
ら
な
い
範
囲
で
事
業
主
が
講
じ

れ
ば
よ
く
、
合
理
的
配
慮
の
提
供
義

務
に
つ
い
て
は
、
事
業
主
に
対
し
て

「
過
重
な
負
担
」
を
及
ぼ
す
こ
と
と

な
る
場
合
は
除
く
こ
と
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

過
重
な
負
担
は
、
以
下
の
６
つ
の

要
素
を
総
合
的
に
勘
案
し
、
個
別
の

措
置
ご
と
に
事
業
主
が
判
断
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

①　

事
業
活
動
へ
の
影
響
の
程
度

②　

実
現
困
難
度

③　

費
用
・
負
担
の
程
度

④　

企
業
の
規
模

⑤　

企
業
の
財
務
状
況

⑥　

公
的
支
援
の
有
無

三
　
相
談
体
制
の
整
備
な
ど

　

事
業
主
は
、
障
害
者
か
ら
の
相
談

に
適
切
に
対
応
す
る
た
め
に
、
相
談

窓
口
の
設
置
な
ど
の
相
談
体
制
の
整

備
を
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

事
業
主
と
障
害
者
と
の
間
で
話
し

合
い
を
す
る
機
会
を
確
保
し
な
が
ら
、

労
使
双
方
で
解
決
を
図
り
、
必
要
な

措
置
を
講
じ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
令
和
3
年
度
に
お
い
て
、

公
共
職
業
安
定
所
に
寄
せ
ら
れ
た
相

談
実
績
（
障
害
者
差
別
お
よ
び
合
理

的
配
慮
の
提
供
に
関
す
る
も
の
）
は

次
の
と
お
り
で
す
。

・
障
害
者
差
別　

55
件

・
合
理
的
配
慮
の
提
供　

１
８
９
件

　

障
害
者
差
別
に
関
す
る
相
談
と
し

て
多
か
っ
た
項
目
は
、「
配
置
」、「
募

集
・
採
用
時
」、「
賃
金
」、「
雇
用
形

態
の
変
更
」
で
、
合
理
的
配
慮
の
提

供
に
関
す
る
相
談
と
し
て
多
か
っ
た

項
目
は
、「
上
司
・
同
僚
の
障
害
理

解
に
関
す
る
も
の
」、「
相
談
体
制
の

整
備
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
関

す
る
も
の
」、「
業
務
指
示
・
作
業
手

順
に
関
す
る
も
の
」で
し
た
。



10 月号─4

　雇用保険の基本手当（失業中に受ける給
付）の受給期間は、離職の日の翌日から起
算して1年間（原則）とされています。
　令和4年7月1日より、「離職後に事業
を開始」等した方については、事業を行っ
ている期間等は、受給期間に算入しない特
例（最大3年間）が設けられました。
　この特例により、事業開始後に休廃業し
た場合でも、その後の再就職活動中に基本
手当を受給できるようになりました。
　例えば、離職翌日に起業し3年後に廃業
したときは、その後の1年間の中で基本手
当を受給しながら求職活動を行うことがで
きます。
　特例申請は、原則として、「事業を開始
した日」、「事業に専念し始めた日」、「事業
の準備に専念し始めた日」の翌日から2か
月以内に行う必要があります。そして特例
申請は、次の5つを満たすときに行うこと

ができます。
①　事業の実施期間が30日以上である
②　「事業を開始した日」、「事業に専念し
始めた日」、「事業の準備に専念し始めた
日」のいずれかから起算して30日を経
過する日が本来の受給期間の末日以前で
ある
③　当該事業について、就業手当または再
就職手当の支給を受けていない
④　当該事業により自立することができな
いと認められる事業ではないこと
　〈例〉
　・�雇用保険被保険者資格を取得する者を
雇い入れ、雇用保険適用事業の事業主
となる

　・�登記事項証明書、開業届の写し等の客
観的資料で、事業の開始、事業内容と
事業所の実在が確認できる

⑤　離職日の翌日以後に開始した事業であ
ること（離職日以前に当該事業を開始し、
離職日の翌日以後に当該事業に専念する
場合を含みます。）

雇用保険の受給期間の特例

　令和4年6月に、労働保険制度の質問に
自動で応答するAI（人工知能）によりロボ
ットが自動的に対話型のコミュニケーショ
ンを行うツール「労働保険相談チャット」が
厚生労働省のホームページに設けられまし
た。
　主に対応している質問範囲は、以下のと
おりです。
・労働保険の申告（年度更新）の手続き、
記入、提出方法
・納付期限、延滞金
・雇用保険率の改正
・労働保険料等の還付
・e-Gov関連（GビズID、電子証明書等）
・電子申請の申請方法
・電子申請で表示されたエラーメッセージ
　厚生労働省ホームページ「「労働保険相談
チャット」ご利用案内」または「労働保険の
適用・徴収」を開き、右下に表示される『労
働保険相談チャット』バナーをクリックして
開始することができます。

労働保険相談チャット　
令
和
4
年
6
月
17
日
に
、
石
綿
健

康
被
害
救
済
法
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　
仕
事
に
よ
り
石
綿
の
健
康
被
害
が

生
じ
た
場
合
は
労
災
補
償
の
対
象
と

な
り
ま
す
が
、
こ
の
法
律
は
労
災
補

償
の
対
象
と
な
ら
な
い
被
害
者
を
迅

速
に
救
済
す
る
た
め
に
制
定
さ
れ
て

い
る
も
の
で
す
。

　
労
災
補
償
の
対
象
と
な
ら
な
い
方

へ
の
救
済
給
付
の
手
続
き
は
、
独
立

行
政
法
人
環
境
再
生
保
全
機
構
に
よ

り
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
改
正
ポ
イ
ン
ト
は
、
次
の

2
点
で
す
。

①
　
特
別
遺
族
給
付
金
の
請
求
期
限

を
10
年
間
延
長
し
、
令
和
14
年
3

月
27
日
ま
で
と
さ
れ
ま
し
た
。

②
　
特
別
遺
族
給
付
金
の
支
給
対
象

を
、令
和
8
年
3
月
26
日
ま
で（
従

来
は
平
成
28
年
3
月
26
日
ま
で
）

に
亡
く
な
っ
た
労
働
者
の
遺
族
へ

と
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

石
綿
健
康
被
害
救
済
法
の
改
正


